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「廃棄物処理施設における
固定価格買取制度Q&A集」について

一般社団法人 日本環境衛生施設工業会
技術委員会 固定価格買取制度ワーキンググループ

1. はじめに
2012年 7月から再生可能エネルギーの固定

価格買取制度（以下、FIT制度）がスタート
した。本制度は既存施設も対象となったことか
ら、廃棄物処理施設においても多数の施設が
RPS制度から FIT制度へ移行したように聞い
ている。
FIT制度の運用開始と同時に電気事業法の

改正により 1施設に 2回線の受電が可能となっ
たことから、2回線を引くことにより廃棄物発
電の全量売電可能なのか余剰電力のみ可能なの
かなどの問合せが多数あった。
そこで、日本環境衛生施設工業会（以下、工

業会）にて、一般廃棄物処理を主とした「廃棄
物処理施設における固定価格買取制度 Q&A」
（以下、Q&A）を作成した。
本稿では Q&Aの概要を紹介する。

2. Q&A 作成手順
工業会の技術委員会のなかに有志による「固

定価格買取制度ワーキンググループ」を結成
し、技術委員会にて募集・集約した質問（Q）

に対する回答（A）案を作成した。
その後、回答案をベースに環境省および資源

エネルギー庁の担当官との協議を進め、2011
年 10月に工業会会員用サイトに掲載した。
環境省および資源エネルギー庁に指導いただい
たものの依然不明確な項目も有り、文責は工業
会として会員用サイトに掲載したが、特に外秘
にしている訳でもなく、要望があれば、「現時
点では参考資料であり現場で疑義が生じた場合
には関係ご当局のご見解・ご判断を仰いでいた
だく」ことを前提にお渡ししている。

3. Q&A の構成・概要
全 71問で構成され、目次および概要は以

下の通り。
　 1章　廃棄物の調達価格および調達期間（16
問）

　 　一般廃棄物の調達価格 17.85円/kWhの設
定根拠や、認定発電設備範囲、調達価格の見
直し基準などについて解説。

　 2章　対象となる廃棄物およびバイオマス比
率の考え方（14問）

　 　街路樹剪定枝やし尿汚泥などの該当する調
達価格や、バイオマス比率の算出方法などに
ついて解説。

　 3章　申請手続き（17問）
　 　発電設備の認定、変更の申請方法や、申請
書内の運転経費や人件費の記載方法などにつ
いて解説。

　 4章　全量および余剰の考え方（13問）
　 　電気事業法の改正による新設および既設の
2回線受電の考え方や廃棄物発電と太陽光発
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電を併用した場合の価格設定などについて解
説。

　 5章　RPS制度との比較（5問）
　 　RPS制度から FIT制度へ移行する際の設
備認定の流れなどを解説。

　 6章　その他（6問）
　 　発電設備の買取区分が見直される予定かあ
るかなどを解説。

4.　Q&Aの一部ご紹介
　2サンプルを参考に添付する（下記）。

5.　おわりに
　現在、本 Q&Aをブラッシュアップして環境
省の HPに掲載すべく、全国都市清掃会議殿を
通じて自治体の意見を集約中である。順調にい
けば本年度中に掲載される予定である。
　本 Q&Aが、FIT制度導入を検討している自
治体および民間事業者の参考になれば幸いであ
る。


